
日本防災士会
新潟県支部

防災士の基本理念
防災士とは“自助”“共助”“協働”を原則として、

社会の様々な場で防災力を高める活動が期待され、
そのための十分な意識と一定の知識・技能を修得したことを、

日本防災士機構が認証した人です。

1. 自助ー自分の命は自分で守る。
2. 共助ー地域・職場で助け合い、被害拡大を防ぐ。

3. 協働ー市民、企業、自治体、防災機関等が協力して活動する。
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新潟県支部の活動方針

1.幅広い防災啓発活動を通じて、「災害で命を
失うことの無い地域社会」の実現に努めます。

 2.自治体、学術機関、防災関連団体と連携し、
地域防災力の向上と人材の育成を図ります。
新潟県・県社協・ＮＨＫ・新潟大学災害復興科学研究所

 3.災害時には、関連団体と「協働」で被災地支援
災害ボランティア活動をいたします。



新潟県支部

日本防災士会（本部）

学校防災
教育部

被災地
支援部

インクルー
シブ防災部

災害食部
ペット防災部

ちびっこぼうさい部

学校防災、防災啓発、災ボラなど様々なご依頼に対応

Ｒ7年度
新設部

新潟県の有資格者
７，９４３名
日本防災士本部
正会員の２３０名
で活動しています



専門部
・学校防災教育
・福祉防災推進
・ペット防災
・災害と食

・建築・災害メカニズム・損害補償
防災教育・救命救急・ボランティア
教授、建築士、栄養士、技術士
消防士、教諭、保育士、介護福祉士
障がい者福祉、土木施工技師

日本赤十字奉仕団
福祉団体

新
潟
県

「防災・減災啓発活動に関する協定」締結済み
新潟県マイ・タイムライン教室

新潟県防災ナビ
防災教育SWitch

防災リーダー

新潟大学
災害・復興
科学研究所

新潟県
社会福祉
協議会

NHK
新潟放
送局

日本防災士会
新潟県支部

「地域の防減災・人材育成に関する協定」締結済み
学術・知識の習得
学校防災教育
新潟県生徒会連盟との共有の繋がり

新潟県
建築士会

NPO
うおぬま
防災ネッ
トワーク

新潟県災害ボランティア調整会議構成団体
災害時のボランティア活動連携
災害ボランティアコーディ
ネーター養成講座
災害時要支援者
市町村社協との連携

NPO
トライ
ネット

柏崎市障害者福祉団体
NPOの団体会員
会員の相互加入

応急危険度判定
耐震診断
防火構造
災害支援
まちづくり

防災情報、被災情報、災害時の
画像提供などの協定締結済み
防災士の情報発信
先端技術

連携協定
締結済み

情報共有・相互加入
いる団体

NPO
セーフティ
ネット
ぼうさい 設置済み

新潟県支部設立母体団体
中越地区活動拠点
NPOの団体会員

繋がり概念図

防災啓発活動の情報共有
会員の相互加入

R１年度

R２年度

R３年度

R３年度

R４年度

中越防災
安全推進
機構

中越市民
安全士会

にいがた
災害ボラ
ンティア
ネット
ワーク

全国の災害ボラ活動
防災啓発活動の情報共有
李仁鉄代表との関係強化
団体会員に登録

各種講演会の紹介
防災士試験時の座学
情報・人材育成の共有

友好団体

一社）
南魚沼防
災活動セ
ンター

防災啓発活動の情報共有
会員の相互加入 4

新潟県
生徒会
連盟

R6年度

防災啓発イベントの活動の協働
人材育成

小千谷
防災会

R7年度

防災啓発活動の情報共有
会員の相互加入
防災学習・啓発イベントの共催

日本
赤十字
新潟支社

新潟県
獣医師会 災害支援

避難所運営
ペット防災啓発

災害時の同行避難
ズーノーシズ（人獣共通感染症）対策

R7年8月協定



地域イベント
で防災啓発

防災士との「連携」と「協働」

で地域イベントを楽しく

まなぼ～れ★防災



寺山公園フェス（防災士＋生徒会連盟＋ガールスカウト）



防災士会ブース全景（全長６０ｍ）

新潟県スポーツ公園フェスタ＆防災フェアに出展
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ネットワーク

フットワーク
「防災」は、



新潟地震を
風化させないPJ

防災イベントや防災学習

を通じて伝承の普及啓発

プロジェクト

まなぼ～れ★防災
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近藤 武夫 氏
アマチュアカメラマン

新潟地震 昭和３９年６月１６日



写真提供： アマチュアカメラマン 近藤武夫氏



写真提供： アマチュアカメラマン 近藤武夫氏



新潟地震
版画文集
昭和３９年度 ６年２組



「ぐ
ら
ぐ
ら
」と
ゆ
れ
、
家
を
こ
わ
し

道
路
を
ど
ろ
水
の
海
に

さ
せ
た
地
震
。

赤
ち
ゃ
ん
も
、
お
ば
あ
さ
ん
も
、
お
じ
い
さ
ん
も
、
み
ん
な
あ
わ
て
て
に
げ
て
く
る
。

「き
ゃ
あ
、
き
ゃ
あ
。
」
「わ
あ
わ
あ
。
」
と
い
う
さ
け
び
声
。

お
か
あ
さ
ん
に
は
ぐ
れ

目
を
赤
く
し
て
な
い
て
い
る

女
の
子
。

み
ん
な
ひ
っ
し
に
逃
げ
て
い
る
。

出
前
の
途
中
の
こ
ぞ
う
さ
ん
、
買
い
物
帰
り
の
お
ね
え
さ
ん

赤
ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ
し
、
両
手
に
荷
物
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
る
。
お
ば
さ
ん
。

ど
こ
へ
行
く

の
だ
ろ
う
。

あ
て
も
な
く

「火
」「水
」「津
波
」
に
、
お
わ
れ
て
逃
げ
て
行
く
。

今
日
の
夜
、
ど
こ
で
ね
ら
れ
る
か
も
わ
か
ら
ず
、
ど
ろ
に
ま
み
れ

逃
げ
て
行
く
。

一
年
生
の
先
生
も

生
徒
を
自
分
の
子
の
よ
う
に
、
だ
き
、
お
ん
ぶ
し

逃
げ
て
い
く
。

わ
た
し
は
、
あ
の
日
の
こ
と
を
、
思
い
だ
す
だ
け
で

ぞ
っ
と
す
る
。

も
う
二
度
と
、
「地
震
」と
い
う
も
の
が
、
こ
な
い
よ
う
に
、
わ
た
し
は
思
う
。
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昭
和
三
十
九
年
、
六
月
十
六
日
、
午
後
一
時
二
分
、
と
つ
ぜ
ん
「
グ
ラ
、
グ
ラ
グ
ラ
、
」と
、
大
き
く
ゆ
れ

た
。
ぼ
く
は
、
は
じ
め
「
な
ん
だ
ろ
う
。
」
と
思
っ
た
。

そ
し
た
ら
み
ん
な
が
、
「
地
震
だ
あ
、
」
と
、
大
声
で
、
さ
け
ん
だ
。
ぼ
く
は
、
び
っ
く
り
し
て
、
外
へ
飛
び

出
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
、
ガ
ス
、
水
道
、
電
気
が
み
ん
な
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

け
ど
、
だ
ん
だ
ん
、
工
事
が
進
み
、
ガ
ス
、
水
道
、
電
気
、
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

け
ど
、
ぼ
く
た
ち
の
、
ア
パ
ー
ト
は
、
今
だ
に
、
共
同
水
道
で
す
。

ほ
か
の
所
は
、
み
ん
な
、
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
、
な
ん
で
、
ぼ
く
た
ち
の
ア
パ
ー
ト
だ
け
、
水
道

が
は
い
ら
な
い
の
か
、
ふ
し
ぎ
で
、
し
ょ
う
が
な
い
。

お
か
あ
さ
ん
は
、
「
わ
ざ
わ
ざ
、
階
段
を
、
降
り
て
、
お
も
い
水
を
運
ぶ
の
は
、
ら
く
な
、
仕
事
で
は
な

い
。
」
と
、
ぐ
ち
を
こ
ぼ
し
て
い
る
。

ぼ
く
も
、
た
い
て
い
、
水
く
み
を
す
る
。
す
る
と
、
ア
パ
ー
ト
の
、
お
か
あ
さ
ん
が
た
が
、
「
神
田
君
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
だ
ね
。
」
と
い
つ
も
、
声
を
か
け
ら
れ
る
。

ち
か
く
、
こ
ん
ど
、
一
け
ん
、
一
け
ん
に
、
水
道
が
つ
く
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
、
今
は
、
水
道
工
事
の
準
備

で
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
で
す
。

水
道
が
つ
く
と
、
お
か
あ
さ
ん
は
、
も
の
す
ご
く
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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次世代へ伝承

熱い思い！
「防災」は

経験と教訓を





ワークショップ 「ぼうさい〇 マンと遊ぼう！」
～楽しく防災を学ぶ ちびっこぼうさい教室～

エンディング
セッションに
ビデオ出演



ぼうさい〇 マン

全国進出



日本防災士会
新潟県支部

災害VC運営支援

～防災士活動の「新潟モデル」～

日本防災士機構セッション
「中越から学ぶ 能登の復興と震災伝承」
能登半島地震での新潟市西区のボランティアセンター支援を発表
新潟県支部による組織的な協働について



新潟市西区災害ボランティアセンター
運営の支援者として組織的に活動



ボランティアとは「内面から湧き上がる思
いによって行動する人」という意味で一人
ひとりの自由な意思を大事にする理念が
込められています。
（社会福祉協議会「ボランティアの心得から」）

ラテン語のウォランタス

“Voluntas”（自由意志）

フランス語のボランティ

“Volunte”（喜びの精神）

英語の動詞では

“Volunteer”（自発的に）

ボランティアの語源



「AI」が世界を変えても
変わらないものがある。

それは、「人のやさしい心」と「人の手」。

私は、そう信じています。



郷土を愛する気持ちが

ボランティア活動への原動力



「にいがた防災交流プラットホーム」
への期待する役割

⚫点と点が結びついて「線」に

⚫「防災」を通じて新たな交流の輪に

⚫「交流のご縁」がにいがたの調和に

⚫「にいがた」の地域防災力の向上に
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